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○
厚
生
労
働
省
令
第
九
十
三
号

再
生
医
療
等
の
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
八
十
五
号
）
第
三
十
四
条
の
規
定
並
び
に
臨
床

研
究
法
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
十
六
号
）
第
二
十
三
条
第
四
項
第
三
号
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
再
生
医
療
等

の
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
及
び
臨
床
研
究
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
四
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

再
生
医
療
等
の
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
及
び
臨
床
研
究
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
再
生
医
療
等
の
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

再
生
医
療
等
の
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
十
号
）
の
一
部

を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

NSAVY
テキスト ボックス
再生医療等の安全性の確保等に関する法律施行規則及び臨床研究法施行規則の一部を改正する省令（令和二年厚生労働省令第九十三号）（抄）
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（
臨
床
研
究
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

臨
床
研
究
法
施
行
規
則
（
平
成
三
十
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
臨
床
研
究
審
査
委
員
会
の
認
定
の
要
件
）

（
臨
床
研
究
審
査
委
員
会
の
認
定
の
要
件
）

第
六
十
六
条

（
略
）

第
六
十
六
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

法
第
二
十
三
条
第
四
項
第
三
号
（
法
第
二
十
五
条
第
三
項
及
び
第
二
十
六

４

法
第
二
十
三
条
第
四
項
第
三
号
（
法
第
二
十
五
条
第
三
項
及
び
第
二
十
六

条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
厚
生
労
働
省
令
で

条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
有
効
期
間
の
更
新
を
受
け
る
場

五

法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
有
効
期
間
の
更
新
を
受
け
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
審
査
意
見
業
務
を
行
う
た
め
、
年
十
一
回
以
上
開
催
し

合
に
あ
っ
て
は
、
審
査
意
見
業
務
を
行
う
た
め
、
年
十
一
回
以
上
開
催
し

て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、
年

て
い
る
こ
と
。

十
一
回
以
上
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
認
定
臨
床
研
究
審
査
委
員
会
の
審
査
意
見
業
務
）

（
認
定
臨
床
研
究
審
査
委
員
会
の
審
査
意
見
業
務
）

第
八
十
条

（
略
）

第
八
十
条

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

認
定
臨
床
研
究
審
査
委
員
会
は
、
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定

（
新
設
）

す
る
業
務
を
行
う
場
合
で
あ
っ
て
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ

り
、
か
つ
、
保
健
衛
生
上
の
危
害
の
発
生
若
し
く
は
拡
大
の
防
止
又
は
臨
床

研
究
の
対
象
者
（
臨
床
研
究
の
対
象
者
と
な
る
べ
き
者
を
含
む
。
）
の
保
護

の
観
点
か
ら
、
緊
急
に
実
施
計
画
を
提
出
し
、
又
は
変
更
す
る
必
要
が
あ
る

場
合
に
は
、
第
一
項
及
び
第
八
十
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
書
面
に
よ

り
審
査
意
見
業
務
を
行
い
、
結
論
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
当
該
認
定
臨
床
研
究
審
査
委
員
会
は
、
後
日
、
当
該
臨
床
研
究
の
実

施
に
あ
た
っ
て
留
意
す
べ
き
事
項
又
は
改
善
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
、
第
八

十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
認
定
臨
床
研
究
審
査
委
員
会
の
結
論
を
得
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
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附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


